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証券コード 2810

第74期 定時株主総会

招 集 ご 通 知
日 時

2020年 ６ 月25日（木曜日）午前10時
（受付開始予定：午前９時）

場 所

大阪府大阪市北区中之島５丁目３番68号
リーガロイヤルホテル ３階 光琳の間
※末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。

郵送またはインターネット等による議決権行使期限
2020年６月24日（水曜日）午後５時まで
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＜新型コロナウイルスに関するお知らせ＞
株主総会へのご出席を検討されている株
主さまにおかれましては、開催日当日の
情勢やご自身の体調をお確かめのうえ、
ご無理をなされませんようお願いいたし
ます。
ご高齢の方、持病のある方、妊娠されて
いる方は、ご出席を見合わせることをご
検討ください。
郵送やインターネット等による事前の議
決権行使の活用をお願いいたします。

ご出席の株主さまへのお土産、休憩室および飲料のご用意はございません。

表紙



食を通じて人とつながり、
笑顔ある暮らしを共につくる
グッドパートナーをめざします。

グループ理念・グループメッセージ
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株主のみなさまへ

　平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当社第74期定時株主総会を開催いたしますので、ご通
知申しあげます。

大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号

代表取締役社長　浦 上 博 史
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株主のみなさまへ
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2020年６月３日
第74期定時株主総会招集ご通知

１．日　　時 　2020年６月25日（木曜日）午前10時

２．場　　所 　大阪府大阪市北区中之島５丁目３番68号　リーガロイヤルホテル ３階　光琳の間

３．目的事項 　報 告 事 項 1. 第74期（自 2019年４月１日　至 2020年３月31日）事業報告、連結計
算書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告
の件

2. 第74期（自 2019年４月１日　至 2020年３月31日）計算書類報告の件

　決 議 事 項 第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役10名選任の件
第３号議案　監査役２名選任の件

　当日ご出席されない場合は、郵送またはインターネット等によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記の「株主総会参考書類」をご検討いただき、３ページの「議決権行使についてのご
案内」に従って、2020年６月24日（水曜日）午後５時までに議決権を行使くださいますようお願い申し
あげます。

以　上

＜ご案内＞
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。また、ご出席の状況により

第２会場または第３会場をご案内させていただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。
◎本定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、事業報告の「６. 業務の適正を確保するための体制および

当該体制の運用状況の概要」、連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」および「連結注記表」、計算書類の「株
主資本等変動計算書」および「個別注記表」につきましては、法令および当社定款第14条の規定に基づき、インター
ネット上の当社ウェブサイト（https://housefoods-group.com/ir/）に掲載しておりますので、本定時株主総会招
集ご通知添付書類には記載しておりません。従いまして、本定時株主総会招集ご通知添付書類は、監査役および会計
監査人が監査報告および会計監査報告の作成に際して監査した書類の一部であります。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社
ウェブサイト（https://housefoods-group.com/ir/）に掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内
議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。
後記の「株主総会参考書類」をご検討のうえ、行使くださいますようお願い申しあげます。

株主総会に
ご出席される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。
また、資源節約のため、この「招集ご
通知」をご持参くださいますようお願
い申しあげます。

日　時

2020年６月25日（木曜日）
午前10時

（受付開始予定：午前９時）

郵送で議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、切手を貼ら
ずにご投函ください。なお、各議案に
つき賛否の表示をされない場合は、賛
成の表示があったものとしてお取り
扱いいたします。

行使期限

2020年６月24日（水曜日）
午後５時到着分まで

インターネットで
議決権を行使される場合

スマートフォン、パソコン等の端末から
「議決権行使ウェブサイト」にアクセスし
ていただき、画面の案内に従って、議案に
対する賛否をご入力ください。
詳細は次ページの「インターネットによる
議決権行使について」をご参照ください。

行使期限

2020年６月24日（水曜日）
午後５時入力分まで

◎郵送とインターネットにより、二重に議決権を行使された場合は、インターネットによるものを有効な議決権行使と
してお取り扱いいたします。また、インターネットによって複数回数議決権を行使された場合は、最後に行使された
内容を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

◎インターネットに関する費用（接続料金、通信料金等）は、株主さまのご負担となります。
◎インターネットのご利用環境、ご加入のサービスやご使用の機種によっては、ご利用いただけない場合があります。
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インターネットによる議決権行使について
QRコードを読み取る方法「スマート行使」

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
右記の「議決権行使コード・パスワードを入力する方法」
により、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使コード」･
「パスワード」を入力してログイン、再度議決権行使をお願
いいたします。
※�QRコードを再度読み取っていただくと、右記の議決権行使ウェブ
サイトにアクセスできます。

議 決 権 行 使 書
○○○○○○○御中

○年○月○日

1.

2.

3.

「スマート行使」
での議決権行使は
１回に限り可能です。 

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを
読み取ってください。

以降は画面の案内に
従って賛否を
ご入力ください。

1

2

見本

議決権行使コード・パスワードを入力する方法
議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net
議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

「次へすすむ」を
クリック

1

議決権行使書用紙の裏面左下に記載された
「パスワード」をご入力ください。

「パスワード」を入力

「次へ」をクリック
※�次の画面で新しいパスワードを
設定します。設定した新しいパ
スワードは大切に保管してくだ
さい。

3

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使書用紙の裏面左下に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」をクリック

2

三井住友信託銀行証券代行ウェブサポート専用ダイヤル
インターネットによる議決権行使に関するご不明な点につきましては、
右記にお問い合わせください。

0120-652-031
受付時間：午前９時～午後９時

機関投資家の
みなさまへ

上記のインターネットによる議決権行使のほかに、あらかじめお申し込みされた場合に限り、株式会社ICJが運営する議決権電子
行使プラットフォームをご利用いただくことができます。

4

インターネットによる議決権行使について
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第１号議案 剰余金の処分の件
剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
当社グループは、株主のみなさまへの利益還元を経営の重要課題の一つと位置づけ、グループの収益力向上と財務体
質の強化に努めるとともに、連結業績や事業計画などを総合的に勘案しながら、企業結合に伴い発生する特別損益や
のれん償却の影響を除く連結配当性向30％以上を基準とした安定的な配当を継続することを、利益配分の基本方針と
しております。
この方針に基づき、第74期の期末配当につきましては、前期より１円増配し、一株につき23円とさせていただきた
く存じます。

１. 配当財産の種類
金銭

２. 配当財産の割当てに関する事項
およびその総額
当社普通株式１株につき 金23円
総額 2,317,232,819円
これにより、中間配当23円を加えました年間配
当は、１株につき46円（前期に比べ２円増配）
となります。

３. 剰余金の配当が効力を生ずる日
2020年６月26日 第70期 第71期 第72期 第73期

30円 32円

第74期
（予定）

46円44円

38円

30.4％

26.2％

30.4％
32.0％ 31.6％

（ご参考）
１株当たり年間配当金・利益配分の基本方針に基づく連結配当性向の推移

利益配分の基本方針に基づく連結配当性向１株当たり年間配当金

5
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第２号議案 取締役10名選任の件
取締役全員（10名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。
つきましては、取締役10名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は次のとおりであります。
候補者
番　号 氏　名 現在の地位および担当 2019年度の

取締役会出席状況

１
 う ら  

浦
 か み  

上 
 ひ ろ  

博
し

史 再任 代表取締役社長
経営企画部担当 14回中14回

２
 ま つ  

松
 も と  

本 
 け い  

惠
じ

司 再任
代表取締役専務
国内関係会社事業推進部・財務部・
ＧＯＴスパイスバリューチェーンプロジェクト担当兼新規事業開発部管掌

14回中14回

３
 ひ ろ  

広
 う ら  

浦 
 や す  

康
 か つ  

勝 再任 専務取締役
ハウスウェルネスフーズ株式会社 代表取締役社長 14回中14回

４
く

工
 ど う  

東 
 ま さ  

正
 ひ こ  

彦 再任 専務取締役
ハウス食品株式会社 代表取締役社長 14回中14回

５
 お お  

大
 さ わ  

澤 
 よ し  

善
 ゆ き  

行 再任
取締役
総務部・法務部・秘書部・人材開発部・
ダイバーシティ推進部・コンプライアンス･リスク管理部担当

14回中14回

６
 み や  

宮
 お く  

奥 
 よ し  

美
 ゆ き  

行 再任
取締役
研究開発本部長兼品質保証統括部・資材部・
デジタル推進部担当

14回中14回

7
や ま

山
ぐ ち

口 
た つ

竜
み

巳 新任 経営役
国際事業本部長 ―

8
か わ

川
さ き

崎 
こ う

浩
た

太
ろ う

郎 新任 経営役
コーポレートコミュニケーション本部長兼新規事業開発部担当 ―

9
 さ い  

西
 と う  

藤 
きゅう

久
 ぞ う  

三 再任 社外 独立 社外取締役 14回中14回

10
ふ じ

藤
い

井 
じゅん

順
す け

輔 新任 社外 独立 社外監査役 14回中14回

(注) 藤井順輔氏の出席状況につきましては、社外監査役として出席した取締役会を対象としております。
再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社外 社外取締役候補者 独立 独立役員候補者

6

取締役選任の件
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候補者
番　号 １  う ら  

浦
 か み  

上
 

 
 ひ ろ  

博
し

史 1965年８月16日生（満54歳） 再 任

所有する当社の株式の数
1,036,496株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1991年 ９月 株式会社住友銀行（現株式会社三井住友銀行）入行
1997年 ５月 同行退行
1997年 ７月 当社入社
2002年 ６月 当社取締役
2004年 ６月 当社代表取締役（現任）
2004年 ７月 当社取締役副社長
2009年 ４月 当社取締役社長（現任）
2016年 ４月 当社経営企画部担当（現任）

［重要な兼職の状況］

全日本カレー工業協同組合 副理事長
公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会 会長
株式会社ＨＫＬ 代表取締役社長
ハウス興産株式会社 専務取締役

取締役候補者とした理由

浦上博史氏は、当社代表取締役社長として、当社およびグループを統括しており、豊富な経験に基づき、当社グループの経営の中枢で
ある中期経営計画の策定を指揮し、計画の遂行に強いリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．浦上博史氏は、㈱ＨＫＬの代表取締役社長であり、当社は同社と事務所賃貸借等の取引関係がありますが、その取引額は僅少であります。
２．浦上博史氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。

7

取締役選任の件



株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

招
集
ご
通
知

2020/05/22 10:07:21 / 20623643_ハウス食品グループ本社株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者
番　号 ２ ま つ  

松
 も と  

本
 

 
 け い  

惠
じ

司 1949年３月１日生（満71歳） 再 任

所有する当社の株式の数
37,276株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］
1971年 ３月 当社入社
1998年 ６月 当社取締役
2004年 ６月 当社取締役退任
2004年 ７月 当社上席執行役員広報室長
2006年 ４月 当社上席執行役員カスタマーコミュニケーション本部長
2006年 ６月 当社取締役

当社上席執行役員カスタマーコミュニケーション本部長兼ＳＣＭ部担当
2008年 ４月 当社専務執行役員管理本部長兼資材部・カスタマーコミュニケーション本部担当
2009年 ４月 当社専務執行役員管理本部長兼資材部担当
2010年 ４月 当社専務執行役員管理本部長兼資材部・関係会社運営室担当
2012年 ４月 当社代表取締役（現任）
2013年 ６月 当社専務執行役員管理本部長兼資材部・関係会社運営室・生産・ＳＣＭ本部担当
2013年10月 当社専務取締役（現任）

当社管理本部長兼資材部担当
2014年 ４月 当社管理本部長兼資材部・シニアミールソリューション事業戦略部担当
2015年 ４月 当社管理本部長兼資材部・新規事業開発部担当
2016年 ４月 当社国内関係会社事業推進部・人材開発部・資材部・新規事業開発部担当
2018年 ２月 当社国内関係会社事業推進部・人材開発部・資材部・新規事業開発部・国際事業本部担当
2018年 ４月 当社国内関係会社事業推進部・資材部・新規事業開発部・財務部担当兼人材開発部・ダイバーシティ推進部管掌
2018年 ６月 当社国内関係会社事業推進部・資材部・新規事業開発部・財務部担当
2019年 ４月 当社国内関係会社事業推進部・新規事業開発部・財務部担当
2020年 ４月 当社国内関係会社事業推進部・財務部・ＧＯＴスパイスバリューチェーンプロジェクト担当兼新規事業開発部管掌（現任）

［重要な兼職の状況］

株式会社ヴォークス・トレーディング 取締役会長
ハウスフーズホールディングＵＳＡ社 取締役

取締役候補者とした理由

松本惠司氏は、主に資材、人事、広報、生産･ＳＣＭの各部門において豊富な経験を有しており、財務、国内関係会社事業、ＧＯＴス
パイスバリューチェーンプロジェクトの担当として、資本政策や財務戦略の推進、グループ各社の事業基盤拡大と強化、第六次中期計
画テーマの遂行にリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．松本惠司氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．松本惠司氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 ３  ひ ろ  

広
 う ら  

浦
 

 
 や す  

康
 か つ  

勝 1955年７月27日生（満64歳） 再 任

所有する当社の株式の数
40,034株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1978年 ４月 当社入社
2004年 ７月 当社執行役員調味食品部長
2006年 ４月 当社上席執行役員マーケティング本部長
2006年 ６月 当社取締役
2008年 ４月 当社常務執行役員マーケティング本部長兼ソマテックセンター担当
2009年 ４月 当社常務執行役員マーケティング本部長兼ソマテックセンター・品質保証部担当
2010年 ４月 当社専務執行役員マーケティング本部長兼ソマテックセンター・品質保証部担当
2012年 ４月 当社専務執行役員国際事業本部長兼経営企画室担当
2013年10月 当社専務取締役（現任）

当社国際事業本部長兼経営企画部担当
2015年 ４月 当社経営企画部・国際事業本部担当
2016年 ４月 当社Ｒ＆Ｄ統括・国際事業本部・品質保証統括部担当
2018年 ２月 ハウスウェルネスフーズ株式会社代表取締役社長（現任）

［重要な兼職の状況］

ハウスウェルネスフーズ株式会社 代表取締役社長

取締役候補者とした理由

広浦康勝氏は、主に海外事業、マーケティング、Ｒ＆Ｄ、品質保証の各部門において豊富な経験を有しており、ハウスウェルネスフー
ズ株式会社代表取締役社長を兼務し、健康食品事業における新たな価値提供の推進にリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．広浦康勝氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．広浦康勝氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 ４ く

工
 ど う  

東
 

 
 ま さ  

正
 ひ こ  

彦 1953年３月11日生（満67歳） 再 任

所有する当社の株式の数
10,554株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1975年 ４月 当社入社
2007年 ４月 当社執行役員レトルト・低温食品部長
2008年 ４月 当社執行役員香辛食品部長
2010年 ４月 当社常務執行役員香辛食品部長
2011年 ４月 当社常務執行役員香辛食品事業部長
2012年 ４月 当社常務執行役員マーケティング本部長
2012年 ６月 当社取締役
2013年 ４月 ハウス食品分割準備株式会社（現ハウス食品株式会社）代表取締役社長（現任）
2013年 ６月 当社常務執行役員マーケティング本部長兼営業本部・フードサービス事業部担当
2013年10月 当社常務取締役
2017年 ４月 当社専務取締役（現任）

［重要な兼職の状況］

ハウス食品株式会社 代表取締役社長

取締役候補者とした理由

工東正彦氏は、主に製品開発部門において豊富な経験を有しており、ハウス食品株式会社代表取締役社長を兼務し、香辛・調味加工食
品事業における収益のさらなる向上や、新たな需要の創造に向けたマーケティング戦略の推進にリーダーシップを発揮しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．工東正彦氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．工東正彦氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 ５  お お  

大
 さ わ  

澤
 

 
 よ し  

善
 ゆ き  

行 1959年６月23日生（満60歳） 再 任

所有する当社の株式の数
3,919株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1982年 ４月 当社入社
2014年 ４月 当社経営役人事部長兼ハウス食品株式会社取締役
2016年 ４月 当社経営役人材開発部長兼ハウス食品株式会社取締役
2018年 ４月 当社経営役総務部・法務部・秘書部・人材開発部・ダイバーシティ推進部担当
2018年 ６月 当社取締役（現任）

当社総務部・法務部・秘書部・人材開発部・ダイバーシティ推進部担当
2020年 ４月 当社総務部・法務部・秘書部・人材開発部・ダイバーシティ推進部・コンプライアンス･リスク管理部担当（現任）

［重要な兼職の状況］

株式会社壱番屋 取締役
ハウスビジネスパートナーズ株式会社 取締役

取締役候補者とした理由

大澤善行氏は、主に営業企画、広報、人材開発、総務の各部門において豊富な経験を有しており、人材開発、総務、法務、コンプライ
アンス・リスク等の担当として、ダイバーシティの実現や働き方変革の実行をはじめとする人事戦略の推進、コーポレート・ガバナン
ス体制の整備推進に尽力しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．大澤善行氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．大澤善行氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
３．大澤善行氏の年齢につきましては、本定時株主総会招集ご通知発送日（2020年６月３日）を基準にしております。
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候補者
番　号 ６  み や  

宮
 お く  

奥
 

 
 よ し  

美
 ゆ き  

行 1960年11月24日生（満59歳） 再 任

所有する当社の株式の数
4,704株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1983年 ４月 当社入社
2016年 ４月 当社経営役経営企画部長
2018年 ４月 当社経営役研究開発本部長兼品質保証統括部担当
2018年 ６月 当社取締役（現任）

当社研究開発本部長兼品質保証統括部担当
2019年 ４月 当社研究開発本部長兼品質保証統括部・資材部・デジタル推進部担当（現任）

取締役候補者とした理由

宮奥美行氏は、主に研究開発、製品開発、経営企画の各部門や、株式会社ハウス食品分析テクノサービス代表取締役社長として豊富な
経験を有しており、研究開発本部長兼品質保証統括、資材、デジタル推進担当として、Ｒ＆Ｄ機能の強化、グループ全体の調達機能の
最適化、ＩＴ戦略の策定・推進に尽力しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．宮奥美行氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．宮奥美行氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 7  や ま  

山
 ぐ ち  

口
 

 
 た つ  

竜
み

巳 1964年８月13日生（満55歳） 新 任

所有する当社の株式の数
1,974株

［略歴、地位、担当］

1988年 ４月 当社入社
2012年11月 当社経営企画室次長
2014年 ４月 当社シニアミールソリューション事業戦略部次長
2015年 ４月 当社新規事業開発部長
2018年 ４月 ハウスフーズホールディングＵＳＡ社取締役社長（現任）

ハウスフーズアメリカ社取締役社長
2020年 ４月 当社経営役（現任）

当社国際事業本部長（現任）

［重要な兼職の状況］

ハウスフーズホールディングＵＳＡ社 取締役社長
ハウスフーズアメリカ社 取締役

取締役候補者とした理由

山口竜巳氏は、主に営業、製品開発、新規事業開発、海外事業の各部門において豊富な経験を有しており、２０１８年４月よりハウス
フーズアメリカ社取締役社長に就任、また２０２０年４月より当社経営役国際事業本部長に就任し、海外事業の成長加速に向けた事業
拡大と収益力の強化に尽力しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、新たに取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．山口竜巳氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．山口竜巳氏が所有する当社の株式の数は、ハウス食品グループ本社社員持株会名義の実質所有株式数であります。
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候補者
番　号 8  か わ  

川
 さ き  

崎 
 こ う  

浩
た

太
 ろ う  

郎 1971年12月６日生（満48歳） 新 任

所有する当社の株式の数
511株

［略歴、地位、担当］

1994年 ４月 当社入社
2013年10月 当社広告統括部次長
2016年 ４月 当社経営企画部次長
2018年 ４月 当社経営企画部長
2020年 ４月 当社経営役（現任）

当社コーポレートコミュニケーション本部長兼新規事業開発部担当（現任）

取締役候補者とした理由

川崎浩太郎氏は、主に広告、経営企画の各部門において豊富な経験を有しており、中期経営計画の策定・遂行に実績があります。また
２０２０年４月より当社経営役コーポレートコミュニケーション本部長兼新規事業開発部担当に就任し、当社グループの広告戦略やコ
ミュニケーション戦略の策定と、新規事業の発掘に尽力しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、新たに取締役としての選任をお願いするものです。

（注)１．川崎浩太郎氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．川崎浩太郎氏が所有する当社の株式の数は、ハウス食品グループ本社社員持株会名義の実質所有株式数であります。
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候補者
番　号 9  さ い  

西
 と う  

藤
 

 
きゅう

久
 ぞ う  

三 1945年７月17日生（満74歳） 再 任 社 外 独立役員

所有する当社の株式の数
4,141株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］

1970年 ４月 農林省（現農林水産省）入省
2000年 ６月 同省食品流通局長
2001年 １月 同省総合食料局長
2003年 ７月 同省退省
2003年 ８月 特殊法人農業者年金基金（現独立行政法人農業者年金基金）理事長
2006年12月 一般財団法人食品産業センター理事長
2015年 ６月 同センター顧問（現任）
2016年 ６月 当社取締役（現任）

社外取締役候補者とした理由

西藤久三氏は、農林水産省および一般財団法人食品産業センターに長く勤務するなかで、食品事業や食品業界に対する深い見識を有し
ており、経営の意思決定に際して客観的な立場で意見と判断を行うほか、取締役の業務執行の監視・監督の役割を果たしております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、引き続き社外取締役としての選任をお願いするもので
す。

（注)１．西藤久三氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．西藤久三氏は、社外取締役候補者であります。
３．西藤久三氏が当社社外取締役に就任してからの在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって４年であります。
４．当社は、西藤久三氏との間で会社法第427条第１項に定める責任限定契約を締結しており、同氏の再任が承認された場合、同氏との責任限定契

約を継続する予定であります。当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令に定める額とします。
５．西藤久三氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏の再任が承認された場合、当社は引き続き同氏を独立役員として指定し、

届け出る予定であります。
６．西藤久三氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 10  ふ じ  

藤
い

井
 

 
じゅん

順
 す け  

輔 1952年12月22日生（満67歳） 新 任 社 外 独立役員

所有する当社の株式の数
2,259株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位、担当］
1976年 ４月 株式会社住友銀行（現株式会社三井住友銀行）入行
2003年 ６月 同行執行役員
2006年 ４月 同行常務執行役員
2008年 ６月 同行常務執行役員

株式会社三井住友フィナンシャルグループ取締役
2009年 ４月 同行取締役兼専務執行役員

株式会社三井住友フィナンシャルグループ取締役
2011年 ４月 同行取締役

株式会社三井住友フィナンシャルグループ取締役
2011年 ６月 同行上席顧問
2012年 ４月 株式会社日本総合研究所代表取締役社長兼最高執行役員
2015年 ５月 同社取締役会長
2016年 ６月 当社監査役（現任）
2017年 ６月 株式会社日本総合研究所特別顧問（現任）

［重要な兼職の状況］

株式会社日本総合研究所 特別顧問
大日本住友製薬株式会社 監査役（社外）

社外取締役候補者とした理由

藤井順輔氏は、株式会社三井住友銀行、株式会社三井住友フィナンシャルグループおよび株式会社日本総合研究所に長く勤務するなか
で、経営に対する深い見識と、企業経営者としての豊富な経験を有しており、また２０１６年６月より当社社外監査役として、当社取
締役の職務の執行を的確かつ適正に監査しております。
これらのことから、今後の当社グループの企業価値向上に必要な人材と判断し、新たに社外取締役としての選任をお願いするもので
す。

（注)１．藤井順輔氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．藤井順輔氏は、社外取締役候補者であります。
３．藤井順輔氏は当社の社外監査役であり、社外監査役に就任してからの在任期間は、本定時株主総会終結の時をもって４年であります。なお、同

氏は、本定時株主総会の終結の時をもって、任期満了により社外監査役を退任する予定であります。
４．取締役会出席率および出席状況は、社外監査役として出席した取締役会を対象としております。
５．当社は、社外取締役全員との間で会社法第427条第１項に定める責任限定契約を締結しており、藤井順輔氏の選任が承認された場合、同氏との

責任限定契約を締結する予定であります。当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令に定める額とします。
６．藤井順輔氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、本定時株主総会で同氏の選任が承認された場合、当社は引き続き同氏を独立役

員として指定し、届け出る予定であります。
７．藤井順輔氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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第３号議案 監査役２名選任の件
監査役加藤浩および藤井順輔の両氏は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。
つきましては、監査役２名の選任をお願いいたしたいと存じます。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりであります。

候補者
番　号 １ こ

小
 い け  

池 　
あきら

章 1957年９月30日生（満62歳） 新 任

所有する当社の株式の数
6,172株

取締役会出席率（出席状況）
100％（14回/14回）

［略歴、地位］

1980年 ４月 当社入社
2009年 ４月 当社執行役員財務部長
2013年10月 当社経営役財務部長
2014年 ４月 当社経営役総務部長兼財務部長
2014年 ６月 当社取締役（現任）

当社総務部長兼財務部長
2016年 ４月 当社総務部・法務･知的財産部・財務部・秘書部担当
2017年 ４月 当社総務部・法務部・財務部・秘書部担当
2018年 ４月 当社国際事業本部担当兼総務部・法務部・秘書部管掌
2018年 ６月 当社国際事業本部担当
2020年 ４月 当社国際事業本部管掌（現任）

監査役候補者とした理由

小池章氏は、主に財務、総務、経営企画の各部門において豊富な経験を有するとともに、２０１８年４月より国際事業本部担当とし
て、海外事業の成長加速に向けた事業拡大と収益力強化に取組んでおり、当社グループの国内外の各事業に関して、幅広く深い見識を
有しております。
これらの経験や見識を当社グループの経営や監査に活かすことができる人材と判断し、新たに監査役としての選任をお願いするもので
す。

（注)１．小池章氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．取締役会出席率および出席状況は、取締役として出席した取締役会を対象としております。
３．小池章氏が所有する当社の株式の数には、ハウス食品グループ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれております。
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候補者
番　号 ２  お か  

岡
 じ ま  

島 
 あ つ  

敦
こ

子 1954年10月15日生（満65歳） 新 任 社 外 独立役員

所有する当社の株式の数
0株

［略歴、地位］

1977年 ４月 農林省（現農林水産省）入省
2003年 ７月 同省大臣官房審議官
2004年 ７月 厚生労働省大臣官房審議官
2006年 ７月 埼玉県副知事
2009年 ７月 内閣府男女共同参画局長
2012年 ９月 退職
2013年 ４月 内閣府情報公開・個人情報保護審査会委員
2016年 ４月 総務省情報公開・個人情報保護審査会委員
2019年 ３月 同委員退任

社外監査役候補者とした理由

岡島敦子氏は、農林水産省、厚生労働省をはじめ、埼玉県副知事、内閣府男女共同参画局長、内閣府および総務省情報公開・個人情報
保護審査会委員として長年勤務経験があり、食品産業のみならず、幅広く深い見識を有しております。
これらの経験や見識を当社グループの経営や監査に活かすことができる人材と判断し、新たに社外監査役としての選任をお願いするも
のです。

（注)１．岡島敦子氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．岡島敦子氏は、社外監査役候補者であります。
３．当社は、社外監査役全員との間で会社法第427条第１項に定める責任限定契約を締結しており、岡島敦子氏の選任が承認された場合、同氏との

責任限定契約を締結する予定であります。当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令に定める額とします。
４．岡島敦子氏の選任が承認された場合、当社は同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、届け出る予定であります。

以　上
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１. 企業集団の現況に関する事項

(１) 事業の経過およびその成果
　当社グループは、2018年４月からスタートした第六次中期計画において、“「食で健康」クオリティ企業への変革”を
ハウス食品グループのめざす姿と位置づけ、２年目である当期も、企業市民として果たすべき「３つの責任」（お客さ
まに対して、社員とその家族に対して、社会に対して）の全てにおいて、クオリティ企業への変革に向けた取組を推進
しております。

　・「３つの責任」重点取組テーマ

お客さまに対して 国内成熟市場におけるイノベーションの創出と海外成長市場における事業展開の加速
（バリューチェーン革新、Ｒ＆Ｄ変革、海外事業の成長拡大と事業基盤の強化）

社員とその家族に
対して

ダイバーシティの実現と生産性の向上
（働き方変革の実行、多彩な人材の獲得と活躍できる場づくり）

社会に対して 当社グループが考えるＣＳＲ（Creating Smiles & Relationships）活動を通じた循環型モ
デルの構築と健康長寿社会の実現

　「お客さま」に対するテーマでは、ハウス食品㈱のレトルト製品製造ライン増設や米国豆腐事業の生産能力増強、ハ
ウスウェルネスフーズ㈱の研究拠点を千葉研究センターに統合することによるＲ＆Ｄの機能強化など、既存事業の収益
力と価値創出力の強化に向けた取組を遂行いたしました。「社員とその家族」に対するテーマでは、「働き方変革」を
通じた生産性向上に繋がる組織風土の醸成に取り組んだほか、「社会」に対するテーマでは、循環型モデルの構築に向
けて新たに環境投資判断基準を策定するなど、「３つの責任」それぞれで重点取組を推進しております。

　当連結会計年度の売上高は、海外食品事業がタイを中心に事業規模を拡大したほか、香辛・調味加工食品事業、外食
事業も前年を上回りましたが、健康食品事業の苦戦やその他食品関連事業において主要物流事業をＦ－ＬＩＮＥ㈱へ譲
渡した影響もあり、2,936億82百万円、前期比1.0％の減収となりました。
　営業利益については、健康食品事業の苦戦や物流事業の譲渡による影響はあったものの、香辛・調味加工食品事業や
海外食品事業、外食事業が連結業績への貢献度を高めたことで、190億５百万円、前期比8.2％の増益となりました。
　経常利益は、持分法による投資利益の増加等により営業外収益が増加したことで、207億97百万円、前期比8.9％の
増益となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、前期に投資有価証券売却益を計上した反動等により、114億
58百万円、前期比16.8％の減益となりました。
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第73期

296,695

第74期

293,682

売上高
（百万円）

第73期

17,559

第74期

19,005

営業利益
（百万円）

第73期

19,100

第74期

20,797

経常利益
（百万円）

第73期

13,767

第74期

11,458

親会社株主に帰属する
当期純利益 （百万円）

セグメント別の業績の概況

事業の種類別セグメント
連結売上高 連結営業利益

（セグメント利益または損失（△））

金額（百万円） 前期比（％） 金額（百万円） 前期比（％）
香辛・調味加工食品事業 144,996 102.7 14,111 111.4

健康食品事業 27,890 90.3 521 36.7

海外食品事業 29,734 113.0 4,098 114.3

外食事業 52,498 100.8 202 ―
その他食品関連事業 46,296 74.8 1,791 87.6

小計 301,415 96.5 20,723 108.2
調整（消去） △7,733 ― △1,717 ―
合計 293,682 99.0 19,005 108.2

(注) 調整（消去）の内容は、セグメントに配分していない損益およびセグメント間取引に係る相殺消去であります。
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香辛・調味加工食品事業
○カレー、シチュー、スパイスなどの
　製造・販売事業

主要な
事業内容

売上高構成比

48.1%
調整（消去）除く

ハウス食品㈱は、国内市場が成熟の度合いを深めるなか
で、収益構造モデルの変革に取り組み、既存事業の強化と
新価値創造に取り組んでおります。既存事業においては、
「食の外部化」への対応強化の一環として2019年８月にレ
トルト製品の製造ラインを稼働させたほか、大容量ねりス
パイスやパーソナル食品の育成等、お客さまのライフスタ
イルの変化に即した提案力および収益力強化に取り組みま
した。下期に入り消費税増税によるマーケットの冷え込み
もあり苦戦いたしましたが、２月中旬以降新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響が顕在化し、家庭内食への需要が極大
化したことから、増収増益を確保いたしました。

当事業セグメントに属する㈱ギャバンは主力のペッパー
を中心に国内外とも底堅い推移となりました。マロニー㈱
は暖冬要因もあり鍋需要が振るわず、軟調な推移となりま
した。

以上の結果、香辛・調味加工食品事業の売上高は1,449
億96百万円、前期比2.7％の増収となりました。営業利益
は、成長投資に伴う減価償却費の増加が負担となりました
が、141億11百万円、前期比11.4％の増益となりました。

第73期

141,225

第74期

144,996

売上高 （百万円）

第73期

12,669

第74期

14,111

営業利益 （百万円）
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健康食品事業
○健康食品、飲料などの製造・販売事業主要な

事業内容

売上高構成比

9.3%
調整（消去）除く

ハウスウェルネスフーズ㈱は、基幹ブランド「ウコンの
力」が飲酒環境の変化や年度末にかけての新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響等により、非常に厳しい販売環境が続
き、業績が悪化しております。このような市場環境のな
か、将来に向けた事業基盤の再構築を進めており、当期は
持続的な成長を見込むゼリー製品および「１日分のビタミ
ン」の内製化を進める一方で、競争力の維持確保が難しい
ＰＥＴ製品の事業縮小を進めております。また、戦略的健
康素材と位置づける「乳酸菌Ｌ－１３７」の事業化に取り
組むほか、機能性表示食品「ネルノダ」の育成に努めまし
た。

以上の結果、健康食品事業の売上高は278億90百万円、
前期比9.7％の減収となりました。営業利益は、主要ブラン
ドの減収による影響が大きく、５億21百万円、前期比
63.3％の減益となりました。

第73期

30,899

第74期

27,890

売上高 （百万円）

第73期

1,421

第74期

521

営業利益 （百万円）
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海外食品事業
○大豆関連製品、香辛調味食品、
　飲料などの製造・販売事業
○当社グループ製品の輸出入販売事業

主要な
事業内容

売上高構成比

9.9%
調整（消去）除く

海外食品事業はグループの成長を担うコア育成事業とし
て、重点３エリア（米国・中国・アセアン）で事業成長と
収益基盤の強化に取り組んでおります。

米国豆腐事業は、近年の健康志向や環境意識を背景とし
た植物性タンパク市場の拡大とともに成長を持続したもの
の、土日稼働に伴う労務費増や一部原料の関税アップ等か
ら、増収減益となりました。なお、当連結会計年度は強い
需要拡大に対して生産能力が逼迫するなか、我慢の経営を
強いられましたが、ロサンゼルス工場の新ラインが当期終
了直後の本年１月に完成し、成長機会を取り込む体制を整
えております。

中国カレー事業は、家庭用・業務用ともに成長を実現し、
日本式カレーの着実な浸透は進めることが出来たものの、
成長を支える営業人員の採用・育成が遅れたことで、前期
の浙江工場稼働に伴うコスト増を吸収するには至らず、増
収減益となりました。

タイ機能性飲料事業は、健康志向の高まりを背景とした
旺盛な需要に支えられ、ＣＶＳ等のモダントレードおよび
トラディショナルトレードの双方で「Ｃ-ｖｉｔｔ」の成長
が続き、増収増益となりました。なお、同国では2019年
10月から10％の物品税が課され、一部は価格改定で吸収し
たものの、損益改善への打ち手を講じてまいります。

以上の結果、海外食品事業の売上高は297億34百万円、
前期比13.0％の増収、営業利益は40億98百万円、前期比
14.3％の増益となりました。

第73期

26,317

第74期

29,734

売上高 （百万円）

第73期

3,584

第74期

4,098

営業利益 （百万円）
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外食事業
○レストランの経営および企画・運営事業主要な

事業内容

売上高構成比

17.4%
調整（消去）除く

㈱壱番屋は、期初となる2019年３月に価格改定を行った
影響や海外子会社が堅調に推移したこと等から増収増益と
なりました。同社の国内既存店客数は2019年８月以降に
発生した台風や豪雨のほか、10月からの消費増税の影響等
により前期比1.5％減となる一方、客単価は価格改定の効果
等により同2.1％増となっております。

なお、当事業セグメントの対象であったハウスフーズア
メリカ社が運営する「カレーハウス」レストラン事業は、
同社の経営資源を豆腐事業に集中するために2019年６月
に事業譲渡を行っております。

以上の結果、㈱壱番屋とその他外食子会社を含めた外食
事業の売上高は524億98百万円、前期比0.8％の増収とな
りました。営業利益は、㈱壱番屋を連結対象子会社とした
際に発生したのれんや無形固定資産の償却負担があるもの
の、価格改定効果や海外子会社の収益伸長により２億２百
万円と黒字に転換し、前期からは７億63百万円の増益とな
りました。

第73期

52,083

第74期

52,498

売上高 （百万円）

第73期

△561

第74期

202

営業利益 （百万円）
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その他食品関連事業
○総菜、焼成パン、デザートの製造・販売事業　○農産物、食品などの輸出入および販売事業
○食品の安全・衛生に関する分析サービス事業

主要な
事業内容

売上高構成比

15.4%
調整（消去）除く

コンビニエンスストア向けの総菜等製造事業を営む㈱デ
リカシェフは、雇用環境の悪化に伴う人件費の上昇影響は
ありましたが、開発力強化と生産性改善に注力し、収益性
を向上しております。

農産物・食品等の輸出入および販売を営む㈱ヴォーク
ス・トレーディングも、基幹事業の収益力強化や高付加価
値製品の拡販に引き続き取り組み、増収増益を確保してお
ります。

なお、当事業セグメントに属するハウス物流サービス㈱
（連結子会社）は、2019年４月より同社の受注・構内荷受
を除く貨物運送事業をＦ－ＬＩＮＥ㈱（持分法適用会社）
へ譲渡しており、当期の当事業セグメントの売上高および
営業利益を大きく押し下げる要因となっております。

以上の結果、その他食品関連事業の売上高は462億96百
万円、前期比25.2％の減収、営業利益は17億91百万円、
前期比12.4％の減益となりました。

第73期

61,882

第74期

46,296

売上高 （百万円）

第73期

2,045

第74期

1,791

営業利益 （百万円）
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(２) 設備投資の状況
　当連結会計年度の設備投資につきましては、香辛・
調味加工食品事業における「食の外部化」への対応強
化に向けたレトルト製品製造設備の導入、健康食品事
業における持続的な成長を見込むゼリー製品製造設備
の導入、海外食品事業（米国豆腐事業）における健康
志向や環境意識の高まりを背景に強い需要の続く豆腐
製品製造設備の増設、外食事業における軽減税率対応
など経営環境の変化に向けた店舗ＰＯＳシステムの導
入等、設備投資額はリースを含めて179億71百万円と
なりました。なお、減価償却費とリース料の合計額は
102億17百万円となりました。

事業の種類別セグメント
設備投資額

金額（百万円）
香辛・調味加工食品事業 7,500
健康食品事業 2,693
海外食品事業 4,257
外食事業 2,834
その他食品関連事業 399
共通 288
合計 17,971

トピックス

伸長する米国豆腐事業～新ライン稼働～

　2020年１月に稼働した増設ラインの大きな特長は、生産能力のアップおよび自
動化による省人化で、従来は絹ごし豆腐、木綿豆腐等を別々のラインで生産してい
たものを大容量・高速生産の同一ラインで製造することが可能になりました。
　豆腐は、大豆の品質をはじめ、使用する水の温度や水質、成型工程の前に行う「く
ずし」の程度など、数多くの要因により微妙な調整を必要としますが、増設ライン
では自動化を進めたことで、より効率的に生産できるようになりました。

(３) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　当社は、2019年４月１日付で、当社の連結子会社であるハウス物流サービス㈱の一部を除く貨物運送事業を、吸収
分割により、味の素物流㈱（同日付でＦ－ＬＩＮＥ㈱に商号変更）に承継いたしました。
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(４) 対処すべき課題
　国内では、市場の成熟化や世帯構成の変化などを背景に食の外部化が大きく進展するとともに、総人口や生産年齢人
口の減少などにより雇用・労働環境が大きな変化を迎えております。一方、海外では、健康志向が高まる米国や市場ポ
テンシャルの大きい中国やアセアンなど、市場のさらなる成長が見込まれます。同時に、二酸化炭素や廃棄物の削減を
はじめとした地球環境問題などの、グローバルな社会課題の解決に向けた取組への要請が強まっております。
　さらに、足元では、米中貿易摩擦や、国際的に広がりを見せる新型コロナウイルスの社会生活や経済に与える影響な
どにも引き続き注視する必要があります。
　このような経営環境へ対応していくため、当社グループは、既存の成熟事業領域での収益力強化や国内・海外成長事
業領域への投資、また社会的な課題への取組を進めるとともに、足元の状況を鑑み、事業基盤の強化に努め、生活者の
ライフラインを支える「食」の一翼を担う企業グループとして事業活動の維持に取り組んでまいります。

　①中期計画の概要
　当社グループでは、３年ごとに中期計画を策定し、事業の方向性を明確にしたうえで、具体的行動計画の策定と実
践に取り組んでおります。
　第六次中期計画では、自らのイノベーションにより、新しい価値を提供できる会社へ事業構造を変革するべく“「食
で健康」クオリティ企業への変革”をハウス食品グループのめざす姿と位置づけ、事業面だけではなく、グループ理念
のベースとなる 1)お客さまに対して 2)社員とその家族に対して 3)社会に対してという、企業市民として果たすべき
「３つの責任」の全てにおいて、クオリティ企業への変革を進めるための以下の取組を推進しております。

1)お客さまに対する取組
　事業を通じて、「食で健康」をお客さまにお届けすることを責任としております。「国内成熟市場におけるイノ
ベーションの創出」と「海外成長市場における事業展開の加速」の２つをテーマに、バリューチェーン革新とＲ＆
Ｄ変革に取り組み、自ら新しい価値を創出する力を強化するとともに、海外事業の成長拡大と事業基盤の強化に取
り組んでまいります。
　第六次中期計画における、各事業セグメントおよび新規事業の主なテーマは次のとおりです。
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事業の種類別セグメント 主なテーマ

香辛・調味加工食品事業

◇収益構造モデルの変革　～ルウ事業集中からの脱却～
・食の外部化対応：レトルトカレーの収益力向上、温度帯の提案力強化
・グループ横断取組「ＧＯＴ」（スパイス調達変革、生産最適化、スパイスＢｔｏＢ

体制構築）の推進によるコスト競争力強化、新価値創出の実現とスパイスＢｔｏＢ
事業の基盤確立

健康食品事業
◇経営資源の選択と集中による構造改革と強みを活かした健康戦略素材の事業化

・既存事業の収益力強化：損益構造改善・事業戦略の再構築
・第五次中期計画で取り組んだＲ＆Ｄテーマ（健康戦略素材）の確実な事業化

海外食品事業

◇「成長加速化」と「収益確保」の両輪を推進し、グループを牽引
・米国：豆腐生産供給体制の拡充と大豆新事業創出
・中国：生産能力増強によるカレー事業拡大と事業インフラ構築
・アセアン：機能性飲料拡大、日式カレーの需要創造

外食事業
◇成長軌道に向けた経営基盤強化

・国内事業の収益維持：外食としての魅力向上と収益基盤の再構築
・海外事業の拡大：同セグメントの成長ドライバーとしての飛躍（300店舗体制へ）

その他食品関連事業

◇物流事業：Ｆ－ＬＩＮＥ推進により業界共通インフラを構築し、持続可能な物流体制
を構築

◇総菜事業：サラダ・総菜事業を中心とした収益力向上
◇商社機能：独自能力を磨くことで収益基盤を強化

新規事業
◇暗黙知の集積から形式知の獲得へ

・「涙の出ないタマネギ」、「乳酸菌」の事業化
・ＣＶＣとの連携推進

2)社員とその家族に対する取組
　多様性を受け入れ、活かし、育み、個性を活かした活躍ができるステージの創出に取り組むことを責任としてお
ります。「働き方変革の実行」と「多彩な人材の獲得と活躍できる場づくり」の２つの取組を進め、ダイバーシテ
ィの実現をめざしてまいります。

3)社会に対する取組
　食事業を通じて人と地球の健康に貢献し、持続可能な社会を実現することを責任としております。当社グループ
では、ＣＳＲを「笑顔とつながりをつくり、未来へとつなげる」＝“Creating Smiles & Relationships”ととらえ、
ＣＳＲ活動を通じて「循環型モデルの構築」と「健康長寿社会の実現」をめざしてまいります。
　なお、「循環型モデルの構築」では、限りある資源の有効活用に取り組み、2030年には国内の二酸化炭素を25％
削減（2013年比）し、また廃棄物を16.5％削減（2013年比）することを目標としております。
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　②事業投資計画
　第六次中期計画の期間中に、収益基盤強化のためのグループ最適生産体制の投資に300億円、グループ成長牽引の
ための海外成長投資に100億円、その他の新規事業投資に200億円の、計600億円の事業投資を計画しております。

　③コーポレート・ガバナンス
　当社グループは、内部統制システムを、コーポレート・ガバナンス体制の充実と企業理念・経営目標の実現・達成
のための仕組みととらえ、企業価値のさらなる向上と持続的な発展をめざし、グループ経営の視点でリスクマネジメ
ント、コンプライアンスを含めたガバナンス体制の構築と運用の強化を図っております。会社機関におきましては、
社外取締役を２名体制とし、経営戦略機関に対する監督機能の強化に注力しております。また、社外監査役３名を含
む５名の監査役体制で、取締役の職務執行の監査を行っており、常勤監査役２名は、主要なグループ会社の非常勤監
査役を兼務することにより、グループにおける監査役監査の実効性の確保に努めております。また、独立社外取締役
を委員長とし、委員の半数以上を独立役員で構成する、報酬等諮問委員会を設置し、取締役および監査役の報酬決定
の手続きに、客観性と透明性を確保しております。
　内部統制システムがグループとして有効に機能するよう、今後も継続的な改善に取り組んでまいります。

(５) 財産および損益の状況の推移
期　別

区　分
第71期

（2017年３月期）
第72期

（2018年３月期）
第73期

（2019年３月期）
第74期

（2020年３月期）
売 上 高 (百万円) 283,812 291,897 296,695 293,682

営 業 利 益 (百万円) 12,312 16,288 17,559 19,005

経 常 利 益 (百万円) 13,951 17,207 19,100 20,797

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 (百万円) 8,683 9,353 13,767 11,458

総 資 産 (百万円) 353,888 378,864 371,025 367,194

純 資 産 (百万円) 266,615 283,719 279,144 280,930

１ 株 当 た り
当期純利益  (円) 84.53 91.02 134.32 113.73
純　資　産  (円) 2,289.43 2,450.71 2,454.34 2,469.20

(注)１．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数に基づき、また１株当たり純資産は期末発行済株式総数に基づき算出しております。
２．１株当たり当期純利益および１株当たり純資産は、発行済株式総数から自己株式数を控除して算出しております。また、第71期は㈱壱番屋が所

有する当社株式の一部を、連結貸借対照表および連結株主資本等変動計算書において自己株式に計上しているため、発行済株式総数から控除し
ております。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第73期の期首から適用しており、第72期につ
いては、当該会計基準等を遡って適用しております。
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(６) 重要な子会社の状況 (2020年３月31日現在)

会　社　名 本店所在地 資本金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

ハウス食品株式会社 大阪府 百万円
2,000

％
100.00

カレー、シチュー、スパイスなど
の製造・販売

ハウスウェルネスフーズ株式会社 兵庫県 百万円
100 100.00 健康食品、飲料などの製造・販売

株式会社壱番屋 愛知県 百万円
1,503 51.00 レストランの企画・運営

株式会社ギャバン 東京都 百万円
100 100.00 香辛料の輸入・製造販売および輸

入食品販売

マロニー株式会社 大阪府 百万円
60 100.00 でんぷん製品の製造・販売

株式会社ヴォークス・トレーディング 東京都 百万円
500 86.28 農産物、食品などの輸出入・販売

株式会社デリカシェフ 埼玉県 百万円
60 100.00 総菜、焼成パン、デザートの製造・

販売

ハウスフーズアメリカ社 米　国 百万米ドル
2 ※100.00 大豆関連製品の製造・販売および

当社グループ製品の輸入販売

ハウス食品（中国）投資社 中　国 百万中国元
610 100.00

香辛調味食品の販売・当社グルー
プ製品の輸入販売および中国事業
の統括

ハウスオソサファフーズ社 タ　イ 百万バーツ
167 60.00 加工食品、飲料の製造・販売

(注)１．当社の連結子会社は上記の重要な子会社10社を含む35社、持分法適用会社は５社であります。
２．※印は、間接保有による持分を含む比率であります。
３．上記資本金は、単位未満切り捨てで表示しております。また、外貨建資本金は、各国現地通貨で表示しております。
４．ハウス物流サービス㈱につきましては、2019年４月１日付で一部を除く貨物運送事業を、吸収分割により、味の素物流㈱（同日付で

 

Ｆ－ＬＩＮＥ㈱に商号変更）に承継したため、重要な子会社から除外いたしました。
５．2019年５月17日付で㈱ヴォ―クス・トレーディングの株式を追加取得しております。
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(７) 主要な事業内容 (2020年３月31日現在)

事 業 の 種 類 別 セ グ メ ン ト 主　　要　　な　　事　　業　　内　　容

香辛・調味加工食品事業 ・カレー、シチュー、スパイスなどの製造・販売事業

健康食品事業 ・健康食品、飲料などの製造・販売事業

海外食品事業 ・大豆関連製品、香辛調味食品、飲料などの製造・販売事業
・当社グループ製品の輸出入販売事業

外食事業 ・レストランの経営および企画・運営事業

その他食品関連事業
・総菜、焼成パン、デザートの製造・販売事業
・農産物、食品などの輸出入および販売事業
・食品の安全・衛生に関する分析サービス事業

(８) 主要な事業所等 (2020年３月31日現在)

①当　社
大阪本社（本店） 大阪府東大阪市
東京本社 東京都千代田区
千葉研究センター 千葉県四街道市

②子会社
(６) 重要な子会社の状況に記載のとおりであります。

(９) 従業員の状況 (2020年３月31日現在)

従　業　員　数 前　期　末　比　増　減

6,122名 56名増
(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員および休職者を含みません。
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(10) 主要な借入先および借入額 (2020年３月31日現在)

①当　社
　グループトータルでの効率的な資金運用を目的としたキャッシュ・マネジメント・システムの導入により、資金集
約に伴う関係会社からの借入金を計上しております。当連結会計年度末の借入残高は143億8百万円であります。

②子会社

子　　会　　社　　の　　名　　称 借　　　入　　　先 借　　入　　残　　高

株式会社ヴォークス・トレーディング 株式会社三井住友銀行 13億50百万円

株式会社ヴォークス・トレーディング 株式会社三菱UFJ銀行 5億00百万円

株式会社ヴォークス・トレーディング 株式会社りそな銀行 4億50百万円

株式会社ヴォークス・トレーディング 株式会社百十四銀行 2億00百万円
株式会社ヴォークス・トレーディング 株式会社八十二銀行 1億50百万円
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２. 会社の株式に関する事項 (2020年３月31日現在)

(１) 発行可能株式総数 391,500,000株

(２) 発行済株式の総数 100,750,620株（自己株式1,367株を含む｡）

(３) 株主数 62,696名

(４) 大株主
株　　　　　　主　　　　　　名 持　　株　　数 持　株　比　率

ハ ウ ス 興 産 株 式 会 社 12,585,616株 12.49％

株 式 会 社 Ｈ Ｋ Ｌ 6,700,000株 6.65％

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 4,846,300株 4.81％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,299,900株 3.28％

公 益 財 団 法 人 浦 上 食 品 ・ 食 文 化 振 興 財 団 2,900,218株 2.88％

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,751,027株 2.73％

ハ ウ ス 恒 心 会 2,151,201株 2.14％

浦 上 節 子 2,006,569株 1.99％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,844,810株 1.83％
三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,750,000株 1.74％

(注) 持株比率は、自己株式（1,367株）を控除して算出しております。

３. 会社の新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。
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４. 会社役員に関する事項

(１) 取締役および監査役の氏名等 (2020年３月31日現在)

地　　　位 氏　　　名 担当および重要な兼職の状況

取 締 役 社 長
(代表取締役) 浦　上　博　史

経営企画部担当
全日本カレー工業協同組合 副理事長
公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会 会長
株式会社ＨＫＬ 代表取締役社長
ハウス興産株式会社 専務取締役

専 務 取 締 役
(代表取締役) 松　本　惠　司

国内関係会社事業推進部・新規事業開発部・財務部担当
株式会社ヴォークス・トレーディング 取締役会長
ハウスフーズホールディングＵＳＡ社 取締役

専 務 取 締 役 広　浦　康　勝 ハウスウェルネスフーズ株式会社 代表取締役社長

専 務 取 締 役 工　東　正　彦 ハウス食品株式会社 代表取締役社長

取 締 役 藤　井　豊　明 コーポレートコミュニケーション本部長

取 締 役 小　池　　　章 国際事業本部担当

取 締 役 大　澤　善　行
総務部・法務部・秘書部・人材開発部・ダイバーシティ推進部担当
株式会社壱番屋 取締役
ハウスビジネスパートナーズ株式会社 取締役

取 締 役 宮　奥　美　行 研究開発本部長兼品質保証統括部・資材部・デジタル推進部担当

取 締 役 山　本　邦　克 株式会社ビー・エム・エル 取締役（社外）

取 締 役 西　藤　久　三 －

常 勤 監 査 役 加　藤　　　浩 ハウスウェルネスフーズ株式会社 監査役

常 勤 監 査 役 田　口　昌　男 ハウス食品株式会社 監査役

監 査 役 蒲　野　宏　之 蒲野綜合法律事務所 代表弁護士
日本碍子株式会社 取締役（社外）

監 査 役 藤　井　順　輔 株式会社日本総合研究所 特別顧問
大日本住友製薬株式会社 監査役（社外）

監 査 役 岩　本　　　保 味の素株式会社 常任顧問
清水建設株式会社 取締役（社外）
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(注)１．取締役山本邦克、西藤久三の両氏は、社外取締役であります。
２．監査役蒲野宏之、藤井順輔、岩本保の３氏は、社外監査役であります。
３．取締役山本邦克、西藤久三の両氏ならびに監査役蒲野宏之、藤井順輔、岩本保の３氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員であります。
４．当事業年度末日後の取締役の担当の異動は、次のとおりであります。

氏　　　名 新 旧 異動年月日

松　本　惠　司
国内関係会社事業推進部・財務部・ＧＯＴ
スパイスバリューチェーンプロジェクト担
当兼新規事業開発部管掌

国内関係会社事業推進部・新規事業開発部・
財務部担当 2020年４月１日

藤　井　豊　明 コーポレートコミュニケーション本部管掌 コーポレートコミュニケーション本部長 2020年４月１日

小　池　　　章 国際事業本部管掌 国際事業本部担当 2020年４月１日

大　澤　善　行
総務部・法務部・秘書部・人材開発部・ダ
イバーシティ推進部・コンプライアンス･リ
スク管理部担当

総務部・法務部・秘書部・人材開発部・
ダイバーシティ推進部担当 2020年４月１日

(２) 責任限定契約の内容の概要
　当社は、社外取締役２名および社外監査役３名との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１
項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令に定める額と
しております。

(３) 取締役および監査役の報酬等の額
区　　　分 員　　　数 支　　給　　額

取 締 役
(うち社外取締役)

10名
(２名)

330百万円
(36百万円)

監 査 役
(うち社外監査役)

５名
(３名)

74百万円
(34百万円)

合 計 15名
(５名)

404百万円
(70百万円)

(注)１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．2007年６月27日開催の第61期定時株主総会において、取締役の報酬等の総額は年額３億80百万円以内、監査役の報酬等の総額は年額１億円以

内と決議いただいております。
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【ご参考】 役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針
　取締役の報酬等の額および取締役の報酬等に係る制度につきましては、「企業価値向上と持続的成長に向けた動機づ
けとなること」「役位ごとの役割や責任に相応しいものであること」「報酬決定の手続きに客観性と透明性が担保され
ていること」を、基本的な考え方としており、報酬等諮問委員会での審議を踏まえて、取締役会で決定しております。
　報酬等諮問委員会は５名で構成され、独立社外取締役を委員長とし、委員の半数以上を社外役員で構成しており、原
則として年３回開催しております。世間動向の確認を行ったうえで、報酬制度の検討・報酬水準に関する同規模会社と
の比較、検証などを行い、取締役会・監査役会から諮問された事項である報酬制度、取締役の役位ごとの報酬水準、各
役員の報酬額を審議し答申しております。報酬等諮問委員会により答申された内容について、取締役報酬は取締役会の
決議により、監査役報酬は監査役の協議により、それぞれ報酬を決定しております。
　常勤取締役の報酬は、月例報酬・単年度業績連動報酬・中長期業績連動報酬から構成されます。

　・月例報酬は報酬に占める割合を70％としており、固定報酬として支給しております。役位別に水準を定めている
ほか、グループ会社の取締役を兼務する場合など役割に応じて報酬を加算しております。

　・単年度業績連動報酬は、報酬に占める割合を20％としており、賞与として支給しております。当社は、会社業績
評価の基準として営業利益を重視しており、取締役に対する会社業績評価においても、単年度単位で連結営業利
益または担当事業会社の営業利益における対予算・対前年の達成度を評価指標としております。また、個人業績
評価においては取締役ごとに設定した目標達成度を評価指標としており、この二つの評価指標に基づき賞与を
70％から130％の範囲で変動させる仕組みとしております。さらに、業績に著しい変動が生じた場合は、その内
容を報酬等諮問委員会で審議し、賞与を０％から150％の範囲で変動させる仕組みとしております。

　・中長期業績連動報酬は、報酬に占める割合を10％としており、自社株式購入資金として、固定報酬に含めて支給
しております。自社株式は、役員持株会を通じて購入し、役員退任までは譲渡不可とすることで、中長期的な株
価変動が報酬に連動する仕組みとしております。

　非常勤である社外取締役の報酬は月例報酬と賞与で構成され、経営に対する監督・助言を主たる役割とすることから、
ともに固定報酬としております。
　監査役の報酬等の額および監査役の報酬等に係る制度につきましては、監査役会からの諮問に基づき報酬等諮問委員
会で審議し、監査役の協議により決定しております。監査役の報酬は固定報酬としております。
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(４) 社外役員に関する事項
①社外役員の重要な兼職先と当社との関係
　記載すべき重要な事項はありません。

②当事業年度における主な活動状況

区分 氏　　　名 主　　な　　活　　動　　状　　況

取
　
締
　
役

山　本　邦　克
当事業年度開催の取締役会14回全てに出席しており、㈱住友銀行（現㈱三井住友銀行）
および銀泉㈱において企業経営に長く従事した経験から、当社グループの経営全般につ
いて、発言を行っております。

西　藤　久　三
当事業年度開催の取締役会14回全てに出席しており、農林水産省および(一財)食品産業
センターにおいて食品行政に長く従事した経験から、当社グループの経営全般につい
て、発言を行っております。

監
　
　
査
　
　
役

蒲　野　宏　之
当事業年度開催の取締役会14回全てに、監査役会12回全てに出席しており、弁護士と
して法律業務に長く従事している経験から、主に法的リスクへの対応やコンプライアン
ス体制について、意見を述べております。

藤　井　順　輔
当事業年度開催の取締役会14回全てに、監査役会12回全てに出席しており、㈱三井住
友銀行、㈱三井住友フィナンシャルグループおよび㈱日本総合研究所において企業経営
に長く従事した経験から、主に企業運営や企業リスクへの対応について、意見を述べて
おります。

岩　本　　　保
当事業年度開催の取締役会14回全てに、監査役会12回全てに出席しており、味の素㈱
および同社海外グループ会社において企業経営に長く従事した経験から、主に企業運営
や企業リスクへの対応について、意見を述べております。
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５. 会計監査人の状況

(１) 会計監査人の名称
有限責任監査法人トーマツ

(２) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
①公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬等

55百万円

②当社および子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額
128百万円

(注)１．当社監査役会は、会計監査人から必要な資料を入手し報告を受けたうえで、過年度の監査実績、当該事業年度の監査計画の内容、報酬見積り
の根拠等について検討した結果、これらについて適切であると判断し、会計監査人の報酬等について同意しております。

２．当社の重要な子会社のうち、ハウスフーズアメリカ社、ハウス食品（中国）投資社、ハウスオソサファフーズ社は当社の会計監査人以外の公
認会計士または監査法人の監査を受けております。

(３) 非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第2条第1項の業務以外の業務（非監査業務）である、デジタル化推進お
よびグループガバナンスに関するアドバイザリーサービス業務ならびに新規事業検討のための財務デューデリジェンス
業務などを委託しております。

(４) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、監査役全員の同
意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集さ
れる株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
　会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、監査役会は、会計監査人の解任または不再任
に関する株主総会の議案の内容を決定します。
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連結貸借対照表（2020年３月31日現在） (単位：百万円)

科　目 当期 【ご参考】
前期 科　目 当期 【ご参考】

前期
資産の部 負債の部

流動資産
現金及び預金
受取手形及び売掛金
有価証券
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
土地
リース資産
建設仮勘定
その他

無形固定資産
のれん
商標権
ソフトウエア
契約関連無形資産
ソフトウエア仮勘定
その他

投資その他の資産
投資有価証券
長期貸付金
繰延税金資産
長期預金
退職給付に係る資産
破産更生債権等
長期預け金
その他
貸倒引当金

149,653
66,424
47,774
10,893
11,390
1,979
5,128
6,181
△115

217,541
90,239
32,327
17,229
31,865
1,861
4,589
2,368

54,476
2,562

24,024
1,549

24,887
731
722

72,825
60,182

3
1,837
1,000
3,162

659
1,088
6,825

△1,931

144,755
62,484
48,601
7,082

13,645
1,935
4,706
6,315
△12

226,269
85,943
31,528
14,598
32,212
3,278
2,111
2,216

59,238
5,980

24,660
1,474

25,854
310
960

81,088
66,472

329
1,609
1,000
4,823

788
－

7,038
△971

流動負債 53,138 55,308
支払手形及び買掛金 19,706 21,178
電子記録債務 1,553 1,562
短期借入金 3,340 3,749
１年内償還予定の社債 26 26
リース債務 491 584
未払金 17,435 16,657
未払法人税等 4,232 3,504
賞与引当金 636 431
役員賞与引当金 85 98
株主優待引当金 86 90
資産除去債務 3 1
その他 5,543 7,427

固定負債 33,126 36,573
社債 － 26
長期借入金 98 392
リース債務 1,451 2,770
長期未払金 250 219
繰延税金負債 22,518 24,234
債務保証損失引当金 － 2
退職給付に係る負債 1,987 1,814
資産除去債務 723 845
長期預り保証金 5,698 5,777
その他 400 495

負債合計 86,264 91,881
純資産の部

株主資本 228,616 221,975
資本金 9,948 9,948
資本剰余金 22,829 23,107
利益剰余金 195,844 188,920
自己株式 △6 △1

その他の包括利益累計額 20,154 25,300
その他有価証券評価差額金 18,650 21,327
繰延ヘッジ損益 14 5
為替換算調整勘定 292 756
退職給付に係る調整累計額 1,198 3,213

非支配株主持分 32,160 31,869
純資産合計 280,930 279,144

資産合計 367,194 371,025 負債純資産合計 367,194 371,025
(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連結損益計算書 (自 2019年４月１日　至 2020年３月31日) (単位：百万円)

科　目 当期 【ご参考】
前期

売上高 293,682 296,695
売上原価 159,910 165,068
売上総利益 133,772 131,628
販売費及び一般管理費 114,767 114,068
営業利益 19,005 17,559
営業外収益 2,918 2,566

受取利息及び配当金 1,011 1,007
持分法による投資利益 645 51
受取家賃 806 757
為替差益 － 154
その他 457 597

営業外費用 1,127 1,026
支払利息 62 80
賃貸費用 671 618
為替差損 143 －
その他 251 327

経常利益 20,797 19,100
特別利益 2,359 4,470

固定資産売却益 198 6
投資有価証券売却益 2,100 4,284
店舗売却益 61 129
その他 0 52

特別損失 2,474 1,273
固定資産売却損 9 23
固定資産除却損 552 630
投資有価証券売却損 11 －
投資有価証券評価損 145 2
会員権評価損 － 7
減損損失 387 579
持分変動損失 212 －
事業譲渡損 42 －
貸倒引当金繰入額 1,088 －
その他 28 32

税金等調整前当期純利益 20,682 22,297
法人税、住民税及び事業税 7,482 7,384
法人税等調整額 28 △153

当期純利益 13,172 15,067
非支配株主に帰属する当期純利益 1,714 1,300
親会社株主に帰属する当期純利益 11,458 13,767
(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

【ご参考】
連結キャッシュ・フロー計算書の要旨 (自 2019年４月１日　至 2020年３月31日) (単位：百万円)

科　目 当期 前期

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,218 20,913

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,356 △1,008

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,567 △17,317

現金及び現金同等物に係る換算差額 △192 △295

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 10,104 2,293

現金及び現金同等物の期首残高 62,495 60,202

会社分割に伴う現金及び現金同等物の減少額 △2,729 －

現金及び現金同等物の期末残高 69,870 62,495
(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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貸借対照表（2020年３月31日現在） (単位：百万円)

科　目 当期 【ご参考】
前期 科　目 当期 【ご参考】

前期
資産の部 負債の部

流動資産
現金及び預金
有価証券
貯蔵品
立替金
その他

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア
その他

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
長期貸付金
長期前払費用
差入保証金
長期預金
長期預け金
その他
貸倒引当金

54,325
34,859
9,902

1
2,027
7,536

152,560
16,000

4,876
108
42
2

435
10,480

53
5

119
8

81
29

136,441
51,079
69,619

319
11,861
2,040

5
662

1,000
1,088

38
△1,270

50,050
32,629
6,549

1
2,564
8,307

163,332
16,308

5,055
122
95
0

464
10,499

69
3

124
8

83
33

146,900
63,605
68,123

9
11,861
1,773

9
664

1,000
－
38

△182

流動負債 17,566 26,898
関係会社短期借入金 14,308 23,088
未払金 2,730 3,181
未払費用 22 18
未払法人税等 122 441
預り金 28 43
役員賞与引当金 79 81
その他 277 45

固定負債 8,943 9,980
リース債務 36 50
長期預り保証金 182 198
長期未払金 114 114
繰延税金負債 8,547 9,553
その他 63 65

負債合計 26,508 36,878
純資産の部

株主資本 161,898 155,448
資本金 9,948 9,948
資本剰余金 23,815 23,815

資本準備金 23,815 23,815
利益剰余金 128,140 121,686

利益準備金 2,487 2,487
その他利益剰余金 125,653 119,199

固定資産圧縮積立金 462 484
別途積立金 93,900 93,900
繰越利益剰余金 31,291 24,814

自己株式 △6 △1
評価・換算差額等 18,478 21,056

その他有価証券評価差額金 18,478 21,056
純資産合計 180,377 176,504

資産合計 206,885 213,382 負債純資産合計 206,885 213,382
(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。

41

貸借対照表



株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

招
集
ご
通
知

2020/05/22 10:07:21 / 20623643_ハウス食品グループ本社株式会社_招集通知（Ｃ）

損益計算書（自 2019年４月１日　至 2020年３月31日） (単位：百万円)

科　目 当期 【ご参考】
前期

営業収益 20,990 20,493
営業費用 11,419 11,297
営業利益 9,570 9,196
営業外収益 902 1,073

受取利息及び配当金 845 850
為替差益 － 163
その他 57 60

営業外費用 208 26
支払利息 3 4
為替差損 184 －
その他 20 22

経常利益 10,264 10,243
特別利益 2,367 4,350

投資有価証券売却益 2,099 4,284
貸倒引当金戻入額 0 6
関係会社株式償還益 102 61
その他 165 0

特別損失 1,153 875
固定資産除却損 20 44
投資有価証券売却損 10 －
投資有価証券評価損 35 －
貸倒引当金繰入額 1,088 －
関係会社出資金評価損 － 825
会員権評価損 － 6
その他 0 1

税引前当期純利益 11,479 13,718
法人税、住民税及び事業税 359 1,192
法人税等調整額 131 △43

当期純利益 10,988 12,569
(注) 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2020年５月19日

ハウス食品グループ本社株式会社
取 締 役 会　御 中

有限責任監査法人トーマツ 大阪事務所
指定有限責任社員 公認会計士 井 上 　 嘉 之 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 川 添 　 健 史 ㊞業 務 執 行 社 員

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ハウス食品グループ本社株式会社の2019年４月１日から
2020年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
ハウス食品グループ本社株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお
ける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国
における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫
理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家
としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
　・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査
　　手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
　　かつ適切な監査証拠を入手する。
　・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
　　スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
　・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
　　性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
　・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
　　に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる
　　かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計
　　算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場
　　合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
　　までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
　　可能性がある。
　・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
　　いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が
　　基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証
　　拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単
　　独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統
制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2020年５月19日

ハウス食品グループ本社株式会社
取 締 役 会　御 中

有限責任監査法人トーマツ 大阪事務所
指定有限責任社員 公認会計士 井 上 　 嘉 之 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 川 添 　 健 史 ㊞業 務 執 行 社 員

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ハウス食品グループ本社株式会社の2019年４月１日
から2020年３月31日までの第74期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当
該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお
ける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国に
おける職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正
に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示
する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表
示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明
することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利
用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家
としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
　・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査
　　手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
　　かつ適切な監査証拠を入手する。
　・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
　　ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
　・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
　　性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
　・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
　　基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか
　　どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類
　　等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、
　　計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入
　　手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が
　　ある。
　・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
　　るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎と
　　なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統
制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告書 謄本

監　査　報　告　書

　当監査役会は、2019年４月１日から2020年３月31日までの第74期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監
査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、本監査報告書を作成し、以下の
とおり報告いたします。
１. 監査役および監査役会の監査の方法およびその内容
（１）監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況および結果について報告を受ける

ほか、取締役等および会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取締役、内部監
査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方
法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、意見表明を行い、重要な決裁書類等を閲覧し、本社等において業務および財産の
状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役および監査役等と意思疎通および情報
の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その
他株式会社およびその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行
規則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容および当該決議に基づき
整備されている体制（内部統制システム）について、取締役および使用人等からその構築および運用の状況
について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視および検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人
から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）
を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書ならびに連結計算書類（連結貸借対照表、連
結損益計算書、連結株主資本等変動計算書および連結注記表）について検討いたしました。

２. 監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関

する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
（２）計算書類およびその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。
（３）連結計算書類の監査結果

会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。
2020年５月20日

ハウス食品グループ本社株式会社 監査役会

常勤監査役 加 藤 　 浩 ㊞
常勤監査役 田 口 昌 男 ㊞
社外監査役 蒲 野 宏 之 ㊞
社外監査役 藤 井 順 輔 ㊞
社外監査役 岩 本 　 保 ㊞

以　上
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株 主 総 会 会 場  ご 案 内 図

会 場

大阪府大阪市北区中之島５丁目３番68号

リーガロイヤルホテル
３階 光琳の間
電話（06）6448－1121

交 通 の ご 案 内

○大阪駅から、リーガロイヤルホテル行きのシャトルバスがございますが、混雑する場合
がございますので、公共交通機関のご利用をおすすめいたします。

○資源節約のため、この「招集ご通知」をご持参ください。
○ご出席の株主さまへのお土産、休憩室および飲料のご用意はございません。
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リーガロイヤル
ホテル

京阪電車  中之島線
中之島駅下車 ３番出口直結
JR  大阪環状線
福島駅下車 徒歩約12分
JR  東西線
新福島駅下車 ２番出口より徒歩約11分
阪神電車  阪神本線
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地下鉄  四つ橋線
肥後橋駅下車 ４番出口より徒歩約15分

シャトルバス乗場
（高架下）

N

〒577-8520 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５番７号
電話（06）6788－1231（大代表）
https://housefoods-group.com/

この冊子は、FSC®認証紙と、
環境に優しい植物油インキ（ベジタブルインキ）を使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

地図




